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発表要旨： 

本研究の目的は、作品制作に AI を使用した最初期の芸術家、ハロルド・コーエンの創造プ

ロセスを記号的に解釈することである。さらに本研究は、そのプロセスが現代の AI 技術を

用いた制作においても再現可能であると捉え、その実践としての絵画制作を報告する。 

今日の AI 技術は、芸術分野においても様々な議論を投げかけている。その代表的な事例

としてコーエンに言及する先行研究は多いが、そこでは主として彼の芸術制作 AI プログラ

ム「AARON」の創造性に関する議論がなされてきた。しかし、コーエン自身の創造プロセ

スに対する議論は十分になされていない。人間と AI の相互作用による創造のプロセスに着

目する co-creative（共創）研究の意義が示されるなかで（Wingström et al, 2024）、その重

要な事例としてのコーエンの創造プロセスを示すことは有益である。 

そこで本研究が着目するのは、Sundararajan & Kim（2011）が提唱した記号的自我におけ

る〈Self-Other-Self〉モデルである。これは、C. S. パースと G. H. ミードの自我の理論を

統合したワイリー（1999）の〈I-You-Me〉モデルを基礎とする、〈他者〉との「内的対話」

により〈自我〉を変容させ新たに作り上げる「思考の仕方」を説明したものである。

Sundararajan（2019）はこれをコーエンに適用し、AARON との内的対話が彼の創造的活動

において重要であったと論じた。筆者は 2025 年の研究で、〈Self-Other-Self〉モデルが

AARON 開発以降のコーエンの創造的活動の特徴を通時的に説明しうることを示し、一貫

して〈他者〉との内的対話によって〈自我〉を変容させ続けていたことを論じた。 

本研究は、この知見を二つの方向に展開する。第一に、このモデルをコーエンの創造プロ

セスの記号的解釈の枠組みへと拡張する。自らを変容させる思考を創造性の中心に位置付

けるなど（Cohen, 1981）、このモデルは彼が「創造性」と呼ぶものと符合する。そこで本研

究は、彼の発言などを根拠に、コーエンの創造プロセスはこのモデルにより記号的解釈が可

能と捉える。第二に、このプロセスを再現した実践として、AI との内的対話を制作過程に

設定した絵画シリーズ《EXPAND》を報告する。そこでは、再現表象的な描画を行う作者

が、超現実的なイメージを描くなどの変化があった。この過程を報告することで、AI を使

用する作品制作において、このモデルが創造プロセスにおいて有効であることを示唆する。 
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